
《はじめに》

国内のお米の消費が減少する中で、
米菓（おかきやあられ）の原料になる加工用モチ米について
は、米菓メーカーからの安定した国産米の需要があります。
また、お米の生産現場でも、転作作物として加工用モチ米に
積極的に取り組む事例が増えています。加工用モチ米は、実
需者との契約栽培となるため、常に一定のレベルの生産量を
確保することが大切です。そのため、生産現場からは、病気
や台風などの自然災害の被害を受けにくく栽培しやすいモチ
米品種が求められていました。

《「ときめきもち」の特徴》

「ときめきもち」は、モチ米の系統「奥羽糯391号」と、
草丈が低くて倒れにくいウルチ米の系統「奥羽直376号」を
掛け合わせて開発した品種です。

秋田県で栽培されているモチ米品種の「きぬのはだ」と同
じ時期に収穫できます。草丈は「きぬのはだ」よりも少し短
く、収穫時期になっても倒れにくいという特徴を持っていま
す（表、写真）。このため、直播栽培によるモチ米の低コス
ト栽培に適しています。

また、イネの最大の病気であるいもち病に強いのも
大きな長所です。いもち病が発生しやすい条件で栽培
試験した結果から、いもち病に罹りにくいことが明ら
かになっています（図）。

お米の収量は、「きぬのはだ」と同じくらいで、「ヒメ
ノモチ（東北地方で最も多く栽培されているモチ米）」よ
り多収です（表）。お米の外観品質は、「きぬのはだ」と
同じくらいの良質です。「ときめきもち」でついた餅は、
のびが良くおいしいと評価されています。また、餅は時
間をおいても硬くなりにくい特徴があります。

《栽培上の注意点》

「ときめきもち」の耐冷性は「やや強」です。「ひと
めぼれ」よりは弱いので、冷害が発生しやすい地域で
の栽培は避けてください。栽培適地は東北中部以南
です。

《今後の予定》

秋田県大潟村では、米菓の原料に用いる加工用モチ
米としての作付けを計画しています。将来的には、
500haの作付けが見込まれています。栽培しやすいモチ
米であることから、加工用・餅用のモチ米の安定生産
に貢献できると期待されています。
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写真／現地圃場（秋田県大潟村）の「ときめきもち」
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図／「ときめきもち」のいもち発病程度（2011～2013年平均）
注）いもち病の発生しやすい条件で栽培

表／「ときめきもち」の栽培特性（2011～2013年平均）
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